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明日から効果的な
“レファレンスサービス”に

取り組むために
●図書館における重要な役割の一つ“レファレンスサー
ビス”を、高度情報通信ネットワーク社会の時代にあ
わせ、活発化させ充実させるための１冊です。

●レファレンスサービスについて基礎から学ぶことがで
き、図書館が組織として安定したサービスを展開する
方法を紹介しています。現在のインターネット環境に
即して、すぐに活用できる事例も多数収録。公共図書
館に求められる具体的なサービスがわかります。

●内容理解を助ける「資料」及び本文で取り上げたウェ
ブサイトの「URL一覧」付き。
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はじめに

本書は、日本の公共図書館のレファレンスサービスをより活発にしたいという目的で書かれたものである。
レファレンスサービスは図書館の各種サービスのなかでも、特に重要なサービスだと言われている。それはレファレン
スサービスが、図書館が持つ資源とアクセス出来るネットワーク資源とを活用して、住民のよりよい生活・仕事を生み出
し、地域社会を創ることに資することができるという理由からだ。
これから到来する高度情報ネットワーク社会、知識創発型社会は、図書館及び社会全体の知識・情報の効率的な入手と
活用を可能にするという意味でも、レファレンスサービスは社会から期待されている。また、情報格差の是正という点で
もその果たすべき役割は大きい。
（中略）
本書は、主な読者として公共図書館の職員、なかでもレファレンスサービスに関わっている人を想定している。もちろ
ん、レファレンスサービスに関心がある利用者、住民、司書課程で学んでいる学生などの人々にも読んで、参考にしても
らえる。
本書が、レファレンスサービスに関心のある人々に読まれ、それぞれの立場でサービスの改善と向上に役立てていただ
ければ幸いである。

序文より

なども行う。利用教育、あるいは利用ガイダンスといわれるものであ
る。これはホームページにアーカイブとして保存公開され、調べ方案内
とともに、誰もが読んだり、学習することができるようにする。
おもなサービスは以上のようなものである。
さらにきめ細かく、児童、ヤングアダルト、高齢者などに対する各種
サービスがある。また、サービスの外周に、各種の資料や情報に関する
情報発信サービス、読書に関する相談サービスなども含めて考えてもよ
い。
どこまでをレファレンスサービスの範囲にするかは、それぞれの図書
館が諸条件を勘案して決めればよい。本書では、レファレンスサービス
は、以上のサービスを含んで考えることにする。
なお、図書館の各種サービスの中にレファレンスサービスと深く関係
するものもある。例えば、利用ガイダンス、資料提供サービス、読書推
進サービス、ホームページを使った情報発信サービス、行事に関する
サービスなどである。これらは、レファレンスサービスが充実すること
で、よりよいサービスが提供できるようになる。その意味で、レファレ
ンスサービスの充実は、図書館サービス全体の充実につながると言って
よい。

2，レファレンスサービスの準備と基礎づくり
2-1，組織として取り組むレファレンスサービス

レファレンスサービスとは、図書館が所蔵している資料の中に含ま
れている知識・情報と、アクセスできるインターネット上の情報源を
活用して、利用者の知識・情報要求をみたすサービスである。
レファレンスサービスは、図書館が組織として提供するサービスで
あり、主に次のサービスから構成されている。
㈰ 利用者からの質問に対して、調査して一定の回答を提供する質問
回答サービス。質問が、相談と言えるものも含む。（「質問」と「相
談」を厳密に分けることはできない。利用者からみると「質問」であ
るときもあるし「相談」であるときもある）。
㈪ 利用者が自分で調べることができるようにレファレンスブックや
インターネット情報源を整備して提供するサービス。
これにはレファレンスブックを本棚に並べる、インターネット情報
源のリンク集を作るなどがある。
㈫ 利用者が持つ情報要求を想定して、特定のテーマに関する資料を
整備するとともに、それに関する知識・情報の探し方を案内するサー
ビス。地域の課題解決型サービスはこれを発展させたサービスと言え

インターネット時代のレファレンス

『インターネット時代のレファレンス─実践・サービスの基本から展開まで』内容見本

具体的で
わかりやすい
本文


